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順
稽
ぽ
ぼ
舗
電
渚

上
打
波
、
富
田
、
壁
倉
の
三
発
電
所
の
誘
致
は
直
接
市
の
財
源
を
潤
し
、
越
美
北

線
の
開
通
と
と
も
に
大
野
市
を
工
業
都
市
へ
と
飛
躍
さ
せ
る
基
礎
と
も
な
り
ま
す

市
で
は
こ
の
受
け
い
れ
対
策
と
し
て
昨
年
十
月
に
発
電
所
誘
致
実
行
委
員
会
を
塙

成
し
こ
の
誘
致
に
主
力
を
尽
し
て
き
ま
し
た
。
幸
い
関
係
市
民
の
郎
解
と
協
力
に

よ
っ
て
用
地
の
交
渉
も
至
極
円
満
に
進
み
、
ざ
る
四
月
に
は
熊
谷
、
山
形
、
酒
井

飛
島
の
四
建
設
会
社
に
よ
っ
て
着
工
、
新
鋭
機
械
の
総
登
場
に
よ
っ
て
富
田
、
壁

倉
で
は
工
事
が
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
れ
で
明
年
八
月
に
は
発
電
開
始
の

明
る
い
見
通
し
も
た
ち
、
昭
和
三
十
四
年
度
か
ら
大
口
固
定
資
産
税
と
し
て
市
の

吋
原
を
閏
す
こ
と
こ
な
り
ま
す
（
写
真
－
r
t
M
f
f
l
a
＊
J
B
！
f
＾
f
e
＼
t
）
）

め
だ
つ
新
鋭
機
械
の
登
場

わ
が
国
の
産
業
、
経
済
、
文
化

交
通
の
発
達
に
つ
れ
て
電
力
需
要

の
伸
び
は
い
ち
じ
る
し
い
の
で
、

国
で
は
電
源
開
発
の
長
期
目
標
「

新
電
力
五
ヵ
年
計
画
」
を
立
て
、

昭
和
三
十
一
年
度
か
ら
昭
和
三
十

五
年
度
ま
で
の
間
に
八
百
四
十
万

K
W
を
発
電
し
、
多
く
の
需
要
に

こ
た
え
る
こ
と
に
な
り
ま
1
・
だ
。

こ
の
た
め
北
陸
電
力
株
式
会
社
で

は
大
野
地
方
に
発
電
所
建
設
の
計

画
が
た
て
ら
れ
た
の
で
す
が
、
こ

の
誘
致
実
現
に
つ
い
て
は
発
電
所

実
行
委
員
の
方
々
の
尽
夜
を
分
た

ぬ
努
力
と
関
係
地
区
民
の
深
い
理

解
と
協
力
の
賜
と
し
て
市
は
感
謝

し
て
い
ま
す
。

こ
の
三
発
電
所
建
設
の

総
工
費
は
六
十
四
億
円

で
発
電
所
の
概
要
は
次

の
と
お
り
で
あ
り
育
す

①
上
打
波
発
電

所
は
打
波
川
、
ミ

ノ
又
川
、
谷
洞
沢
、

失
高
沢
、
亥
向
谷

の
流
水
を
集
め
、

総
延
長
約
九
千
百
三
十
八
米
の
導

水
路
と
二
百
二
十
一
米
の
サ
イ
フ

ォ
ン
に
よ
っ
て
上
打
波
部
落
の
下

下
打
波
発
電
所
取
水
口
で
発
電
所

を
建
設
、
最
大
出
力
一
万
K
W
、

発
電
開
始
は
昭
和
三
十
三
年
十
一

月
の
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

②
富
田
発
電
所
は
七
板
部
落
の

酉
南
方
約
一
千
米
の
地
点
に
建
設

せ
ら
れ
、
九
頭
竜
川
と
真
名
川
の

流
水
を
集
め
最
大
出
力
一
万
九
千

二
百
K
W
が
発
電
さ
れ
ま
す
。
こ

の
導
水
路
の
総
延
長
は
七
千
九
百

三
十
米
で
、
九
頭
竜
川
水
路
・
ず

い
道
一
千
七
百
二
十
五
米
、
が
い

ざ
よ
五
百
七
十
八
米
、
開
き
よ
三

百
米
。
真
名
川
水
路
・
ず
い
道
一

千
八
十
米
二

四
米
、
開
き
よ
三
千
五
十
四
米
、

サ
イ
フ
ォ
ン
百
十
五
米
と
な
っ
て

い
ま
す
。

④
壁
倉
発
電
所
は
富
田
発
電
所

の
放
水
を
取
り
入
れ
延
長
約
五
千

二
百
八
十
米
の
水
路
で
、
途
中
九

頭
竜
川
の
河
底
を
横
切
・
つ
て
（
サ

イ
フ
ォ
ン
）
壁
倉
部
落
の
西
南
方

の
断
崖
に
建
設
さ
れ
ま
す
。
七
の

最
大
出
力
二
万
五
千
六
百
K
W
で

い
ず
れ
も
昭
和
三
十
三
年
八
月
に

発
電
開
始
の
予
定
で
す
。

　

な
お
既
設
第
一
発
電
所
は
大
正

　

九
年
に
総
工
費
一
千
五
百
万
円

　

（
当
時
幣
価
）
で
着
工
、
大
正
十

　

二
年
九
月
完
成
と
い
う
四
年
間

　

の
歳
月
を
費
し
ま
し
た
が
、
こ

　

の
三
発
電
所
は
一
年
四
ヵ
月
と

　

い
ら
短
い
年
月
に
、
六
十
四
億

　

円
の
巨
額
を
投
ず
る
突
貫
工
事

　

と
あ
っ
て
、
新
鋭
土
木
帥
械
の

　

登
場
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　

購
人
価
格
一
台
五
千
五
百
万
円

　

と
い
う
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
（
土

　

砂
を
掘
る
と
同
時
に
カ
キ
あ
げ

　

る
機
械
）
八
台
、
十
五
ト
ン
積
ダ

　

ン
プ
カ
ー
三
十
余
台
、
ク
レ
ー

　

ン
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
な
ど
総
価

　

格
数
億
円
に
の
ぽ
る
重
土
木
機

　

械
が
基
夜
兼
行
で
活
動
し
て
い

　

る
あ
り
さ
ま
は
、
全
く
驚
く
ほ

　

か
あ
り
ま
せ
ん
。

額りj誠固結ねえ

　

野わきたっ大野の沃野は、今

一面、黄金の穂波におおわれて

います。゛豊作は二年続かず。

のいいぐさを、ことしもみごと

にくっがえすことができ・ました

　

植付ごろは変調だった気象も

農業科学の進歩と粒々辛苦の汗

の報いによって、いまは豊作の

表情をLめしています。

　

澄んだ秋空のもと、さわやか

な太陽の祝福を受けて早稲刈る

乙女の姿も楽しげに、打続く穂

波に軽やかな歌ごえすら聞こえ

くるようです。

　

豊作の蔭に尽した指導者のこ

とや、農業実巌室の努力も土に。

生きる人々には決して忘れ得ぬ

ことの一っであり玄しよう。

　

そしてさらに豊1乍にようこと

なく、米のみの単作農業から一

歩進んで多角化農業へと踏みき

る力の蓄え奄忘れずに……。

　　　　

（中据地籍にて）

高
齢
者
を
市
長
が
慰
問

九
月
十
五
日
か
ら
一
週
間
は
老
人

福
祉
週
間
で
す
。
十
五
日
の
老
人

の
日
に
は
各
地
区
と
屯
敬
老
会
を

開
い
て
老
人
を
敬
い
ま
す
が
、
と

く
に
こ
と
し
満
九
十
歳
に
な
ら
れ

た
十
名
の
お
年
寄
た
ち
に
市
長
が

温
い
毛
糸
の
チ
ョ
ッ
キ
を
贈
り
慰

問
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

　
　

　
風
見
鶏

残
暑
厳
し

い
家
の
中

で
子
供
だ

ち
が
ハ
タ
ハ
タ
さ
わ
ぐ
と
、
親
た

る
も
の
少
々
カ
ン
の
虫
が
頭
を
も

た
げ
て
く
る
の
も
時
に
よ
り
魁
理

も
な
い
。
ま
し
て
「
ソ
フ
ト
ク
リ

ー
ム
を
買
え
」
の
「
水
泳
パ
ン
ツ

が
ほ
し
い
」
の
と
き
て
は
最
後
の

手
段
、
伝
家
の
宝
刀
た
る
ド
ナ
リ

声
を
く
ら
わ
す
以
外
に
手
は
な
く

な
る
▼
安
い
も
の
を
ほ
し
か
つ

て
い
る
う
ち
は
い
い
が
、
や
が
て

高
い
も
の
が
目
に
つ
き
出
し
て
く

る
と
親
も
や
り
き
れ
な
い
。
あ
る

評
論
家
に
よ
る
と
「
近
ご
ろ
の
子

供
と
昔
の
子
供
の
も
っ
と
も
大
き

な
違
い
は
、
欲
し
が
る
も
の
の
質

が
違
っ
て
い
る
こ
と
だ
」
そ
う
だ

な
る
ほ
ど
、
昔
の
子
供
は
カ
メ
ラ

や
高
級
自
転
車
や
修
学
旅
行
の
ポ

ぐっ
だ
が
、
そ
の
こ
ろ
に
こ
れ
ら
の

も
の
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い

た
だ
い
ろ
い
ろ
な
理
由
で
値
段
が

す
こ
ぶ
る
高
か
っ
た
▼
し
か
し

最
大
の
原
因
は
子
供
に
″
ガ
マ
ン

す
る
心
″
が
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う

そ
う
と
い
っ
て
今
の
子
供
を
せ
め

る
に
っ
い
て
は
、
チ
ョ
ツ
ト
考
え

て
み
た
い
こ
と
が
あ
る
。
子
供
が

フ
ガ
マ
マ
に
な
っ
だ
の
は
、
お
と

な
も
フ
ガ
マ
マ
に
な
っ
た
か
ら
だ

と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
戦
後
の

お
と
な
た
ち
は
生
活
的
に
派
手
に

な
り
精
神
的
に
は
耐
久
力
が
乏
し

く
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
1
と
今

の
お
と
な
を
く
ら
べ
た
ら
、
子
供

の
場
合
と
同
じ
答
え
が
出
て
き
そ

う
な
気
が
す
る
が
ど
う
だ
ろ
う
か



奥
地
開

　

発
林
道

嵐
線
完
成
迫
る

利
用
面
積
は
千
百
余
町
歩

奥
地
開
発
林
道
1
線
は
本
年
一
月
総

工
費
一
千
七
十
七
万
円
で
延
長
二
千

七
百
五
十
七
米
、
幅
三
米
六
十
糎
の

開
発
に
着
工
、
三
十
一
年
度
の
繰
越

事
業
と
し
て
そ
の
完
成
を
急
い
で
い

ま
し
た
が
九
月
中
旬
完
成
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
林
道
の
利
用
面
積
は
一
千
百
余

町
歩
あ
り
、
蓄
積
石
数
は
四
十
六
万

数
千
石
と
い
6
豊
冨
さ
で
あ
り
な
が

ら
搬
出
困
難
の
た
め
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
朽
ち
る
に
任
1
れ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
林
道
の
開
通
に
よ
っ
て
長

い
眠
り
を
続
け
て
い
た
森
林
の
宝
庫

が
開
か
れ
、
産
業
、
経
済
の
発
展
に

大
き
な
役
割
を
果
す
こ
と
に
な
り
室

し
た
。

誕
方
面
（
五
箇
地
区
）
は
山
が
深

く
林
道
施
設
に
も
恵
ま
れ
て
い
な
か

っ
た
の
で
、
幸
か
不
幸
か
戦
時
中
の

乱
伐
を
ま
ぬ
が
れ
て
、
現
在
は
用
材

林
七
百
七
十
町
歩
、
蓄
積
石
数
三
十

七
万
九
千
余
石
、
薪
炭
林
面
積
三
百

三
十
町
歩
こ
の
蓄
積
石
数
は
八
万
五

千
余
石
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
林
道

完
成
後
は
年
産
用
材
七
千
余
石
と
薪

炭
材
二
千
五
百
余
石
が
搬
出
さ
れ
、

さ
ら
に
毎
年
二
十
三
町
歩
の
造
林
が

可
能
で
あ
り
ま
す
。

市
で
は
全
面
積
の
約
七
〇
％
が
森

林
面
積
で
占
め
ら
れ
て
い
る
の
で

林
政
に
は
特
に
関
心
か
置
い
て
治

山
、
治
水
や
荒
は
い
地
の
復
旧
、

林
道
の
新
設
、
改
良
な
ど
を
重
点

施
策
の
一
に
数
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
市
民
の
福
祉
の
み
で
な
く
九

ぶ
竜
川
水
系
の
上
流
に
あ
る
大
野

市
が
当
然
果
す
べ
き
責
務
で
も
あ

り
ま
し
よ
う
。

（
写
真
は
新
設
さ
れ
た
嵐
林
道
）

藤

．f ⑥日
産
二
石
五
斗

酪
農

将
来
は
乳
牛
四
百
頭
に

市
の
酪
農
は
ま
だ
日

は
浅
い
の
で
す
が
そ

の
後
の
生
産
は
順
調

な
ユ
ー
ス
を
た
ど
つ

て
い
ま
す
。

昭
和
二
十
九
年
八
月

に
大
野
市
酪
農
組
合

が
で
き
た
こ
ろ
は
四

十
二
名
の
会
員
が
四
十
三
頭
の
乳
牛

を
飼
養
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

人
た
ち
は
熱
心
な
指
導
者
と
と
も
に

大
野
酪
農
の
開
拓
者
と
な
り
、
不
屈

の
精
神
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
で
伸
展
を

続
け
、
翌
年
四
月
に
は
下
庄
出
張
所

前
に
市
の
補
助
を
受
け
て
五
十
万
円

で
集
乳
所
を
建
て
、
生
乳
処
理
な
ど

の
悩
み
も
解
決
し
て
会
員
も
一
躍
八

十
名
に
な
り
、
乳
牛
は
八
十
六
頭
に

増
え
ま
し
た
。

　

い
玄
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち
が
歩
ん

だ
姿
は
こ
の
グ
ー
フ
フ
の
う

ち
に
生
き
て
い
る
わ
け
で

飼
育
管
理
や
自
給
飼
料
の

確
保
な
ど
実
に
涙
ぐ
ま
し

い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
飼
養
農
家
数
は

百
十
七
戸
乳
牛
の
飼
養
数

百
二
十
八
頭
、
そ
の
う
ち

め
す
百
十
九
頭
、
搾
乳
中

の
も
の
は
三
十
五
頭
で
、

毎
日
集
乳
所
に
は
二
石
五

斗
の
生
乳
が
集
り
ま
す
。

一
時
は
一
日
三
石
五
斗
の

生
産
を
示
し
玄
し
た
が
、

昨
年
腫
付
率
の
あ
が
ら
な

か
っ
た
関
係
か
ら
搾
乳
率

が
低
下
し
て
い
る
も
の
で
こ
れ
に
つ

い
て
は
今
後
も
研
究
の
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

松
田
市
農
務
課
長
に
市
の
酪
農
計

画
を
聞
い
て
み
ま
す
と
「
十
年
後
に

は
四
百
頭
の
乳
牛
を
確
保
す
る
ま
で

に
努
力
し
た
い
」
と
の
こ
と
で
す
が

こ
の
実
現
の
た
め
に
関
係
農
民
の
協

力
は
も
ち
ろ
ん
市
民
に
よ
る
「
お
い

し
い
生
乳
を
飲
み
ま
し
よ
う
」
の
運

動
を
起
し
た
い
も
の
で
す
。

　

ち
な
み
に
先
進
国
ア
メ
リ
カ
の
年

間
一
入
当
り
の
生
乳
消
費
高
は
九
斗

七
升
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
わ
が

国
で
は
わ
ず
か
に
三
升
と
い
・
り
お
粗

末
な
も
の
で
す
。

躍進を績ける酪農生産

　　　

Z諭呪’・．・z－；り

゜＝g‥‘し

【Ξ？゛‘

　

やおらかい秋風が黄金色の野面をわたって

こころよく肌に浸みてきます。ここ六呂師高

原の一角、六呂師牧場を訪れて、牧牛（7：監視

を終えたばかりの部落会長中村さんに案内を

こえば、電気牧柵に囲まれた三十五町歩の大

牧場に、さながら緑のジュウタンを敷きっめ

たように美しく広がり、雄大な牧野には二十

数頭刀和牛がユツタジと新しい牧草を求めて

あちこちに群れ、高原情ちよをただよわせて

います。

　

この牧場は地元民の長い夢でしたが昭和三

十一年四月、ついにその夢が結ぼれました。

これは市や県、国の補助と地元民刀負担金と

によって総額ヒ十万円で着工され、熱心な地

元民の努力で同年十二月に完成しました。

　

わが国クご漁辿高は近年減収の一途をたどり

動物性タン白源を勢い畜産物に依存せざるを

得ない状態にあるおりから、この草資源の開

発は各ぢ面から大きく期待されています。こ

のように忘れられがちな草資源からも大野市

の建設が進められているわけです。

失
業
者
に
朗
報

こ
の
ほ
ど
大

野
公
共
職
業

安
定
所
へ
、
県
内
外
か
ら
相
当
数
の

求
人
申
込
が
き
て
い
ま
す
か
ら
、
職

を
求
め
て
お
ら
れ
る
方
々
は
即
刻
同

所
で
御
相
談
く
だ
さ
い
。

基
本
選
挙
人
名
簿

に
あ
な
た
の
名
は

9
月
1
5
日
現
在
で
つ
く
る

基
本
選
挙
人
名
簿
は
毎
年
九
月
十
五

日
現
在
で
つ
く
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
来
年
は
市
長
の
選
挙
を
始
め

い
ろ
い
ろ
選
挙
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
選
挙
人
名
簿
は
来
年
の
十

二
月
十
九
日
ま
で
に
行
わ
れ
る
す
ぺ

て
の
選
挙
の
基
本
に
な
る
も
の
で
す

か
ら
、
選
挙
期
日
の
ま
ぎ
わ
に
な
っ

て
名
簿
に
の
っ
て
い
な
い
こ
と
を
知

り
、
さ
わ
が
れ
て
も
い
た
し
か
た
が

な
い
の
で
す
か
ら
、
あ
た
ら
一
票
を

無
に
し
な
い
よ
う
、
お
手
数
で
も
定

め
ら
れ
た
こ
と
を
必
ず
励
行
さ
れ
る

よ
う
と
く
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

資
格
者
調
査
に
つ
い
て
は
、
従
来

ど
お
り
市
内
の
全
世
帯
か
ら
「
基
本

選
挙
人
名
簿
登
録
資
格
者
調
査
1
」

を
、
記
入
の
上
だ
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
近
く
各
区
長

さ
ん
を
通
じ
て
こ
の
調
査
書
を
配
布

し
ま
す
か
ら
、
あ
て
は
ま
る
こ
と
を

記
入
し
て
九
月
二
十
日
ま
で
に
区
長

さ
ん
へ
だ
し
て
く
だ
さ
い
。

⑧
選
挙
人
名
簿
に
の
る
資
格
者
は
次

　

の
と
お
り
で
す
。

1
昭
和
三
十
二
年
九
月
十
五
日
現

　

在
で
、
三
ヵ
月
以
上
市
内
に
住
所

　

を
有
す
る
日
本
人
（
す
な
お
ち
昭

　

和
三
十
二
年
六
月
十
六
日
以
前
よ

　

り
市
内
に
住
ん
で
い
る
者
）

2
昭
和
三
十
二
年
十
二
月
二
十
日

　

現
在
で
満
二
十
歳
以
上
の
日
本
人

　

（
す
な
わ
ち
昭
和
十
二
年
十
二
月
二

　

十
一
日
以
前
に
生
れ
た
者
）



大野地域

国
保
、
九
月
一
日
よ
り
再
開

大
野
地
域
国
民
保
険
は
昭
和

二
十
七
年
九
月
い
ら
い
休
止

と
な
つ
て
い
ま
し
た
が
、
合

9
1
当
時
の
申
し
合
せ
で
も
あ

り
む
あ
る
市
民
の
理
解
と
協
力
の
も

と
に
、
い
よ
い
よ
九
月
一
日
か
ら
再

開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
は
疾
病
、
負
傷
、

死
亡
、
分
娩
な
ど
に
対
し
て
給
付
を

行
い
、
小
企
業
者
の
生
澗
安
定
と
労

働
力
の
回
復
を
図
り
、
日
常
生
活
の

不
安
を
な
く
す
る
制
度
で
、
わ
が
国

で
も
い
ま
盛
ん
に
国
民
皆
保
険
運
動

を
起
し
て
い
ま
す
。

大
野
地
域
で
は
、
前
回
の
失
敗
も
あ

る
の
で
色
々
問
題
を
含
ん
で
い
ま
し

た
が
、
昨
年
七
月
か
ら
再
開
の
機
が

熟
し
数
十
回
の
再
開
啓
発
座
談
会
を

繰
り
返
し
、
さ
ら
に
十
二
月
に
は
大

野
地
域
国
民
健
康
保
険
再
開
促
進
委

員
会
が
結
成
さ
れ
側
面
的
な
協
力
を

得
て
、
遂
に
九
月
一
日
再
開
の
決
定

を
見
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す

　

こ
れ
で
全
市
民
が
明
る
い
生
活
を

　

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

　

り
ま
し
た
。

暑
さ
も
忘
れ
て
受
講

　
　

婦
人
農
業
技
術
講
習
会

八
月
六
～
八
日
の
三
日
間
、
市
役
所

下
庄
出
張
所
に
お
い
て
県
と
市
の
共

催
で
、
新
し
い
む
ら
迫
り
の
指
定
を

受
け
て
い
る
地
区
の
婦
人
を
集
め
て

婦
人
農
業
技
術
講
習
会
を
行
い
ま
し

た
。
市
内
の
農
家
数
は
四
千
百
十
五
世
帯

で
、
こ
の
う
ち
農
業
に
従
事
す
る
男

は
四
千
八
百
七
十
八
人
、
女
が
六
千

二
百
三
人
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
婦
人
は
家
庭
生
活
を
受
け
も
つ
と

は
い
え
、
家
族
主
体
の
農
業
経
営
で

は
労
働
の
大
半
が
婦
人
の
手
に
よ
っ

て
営
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
新
し
い

農
業
技
術
を
婦
人
に
指
導
す
る
こ
と

は
極
め
て
大
切
な
こ
と
で
あ
り
ま
す

こ
の
講
習
会
に
は
多
数
の
参
加
が
ぶ

り
身
も
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
も
な
ん

の
そ
の
、
熱
心
に
ノ
ー
ト
を
す
る
婦

人
が
多
い
こ
と
に
関
係
者
一
同
大
い

に
感
心
1
て
い
ま
し
た
。

（熱心に受講する婦人たち）

林jン。t

秋
植
え
に
備
え
て

一
生
一
度
の
植
林
に
良

い
苗
木
を
選
び
ま
し
よ

▽
良
い
苗
木
と
は
…
…

　

（
写
真
右
）

1
樹
勢
旺
盛
で
大
き
さ

が
苗
齢
に
釣
り
あ
っ
て
い
る
こ
と

2
樹
種
固
有
の
色
沢
を
持
ち
、
病
害

　

や
傷
の
な
い
こ
と
。

ろ
幹
は
ま
っ
す
ぐ
で
太
く
、
か
た
く

　

徒
長
L
て
い
な
い
こ
と
。

4
頂
芽
は
完
全
で
、
枝
葉
は
下
か
ら

　

よ
く
繁
っ
て
い
る
こ
と
。

5
根
張
り
よ
く
主
根
は
玄
っ
す
ぐ
で

r
短
か
く
細
根
の
多
い
こ
と
。

▽
わ
る
い
苗
木
と
は
…
…
（
写
真
左
）

1
樹
勢
悪
く
大
き
さ
が
苗
齢
に
ふ
さ

　

わ
し
く
な
い
も
の
。

2
色
沢
が
不
自
然
で
病
害
や
傷
の
あ

　

る
も
の
。

ろ
幹
が
細
く
て
、
曲
っ
た
り
徒
長
し

　

て
い
る
も
の
。

4
頂
芽
や
枝
葉
に
欠
点
の
あ
る
も
の

5
根
張
り
悪
く
主
根
は
長
く
て
曲
り

　

細
根
が
少
い
も
の
。

声

夏
の
夜
の
花
火
は
鍵

屋
・
玉
屋
の
昔
か
ら

民
衆
に
与
え
ら
れ
た

夏
の
風
物
詩
で
あ
り

ま
す
。
先
年
、
当
市
で
も
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
後
さ
た
や
み
に
な
っ

て
い
る
の
は
残
念
で
す
。

　

遠
く
は
東
京
両
国
、
近
く
は
小
舟

渡
と
、
毎
年
盛
大
に
行
わ
れ
て
、
小

舟
渡
へ
は
当
市
か
ら
も
多
く
の
人
が

見
に
行
き
ま
す
。
私
は
そ
の
た
び
に

大
野
で
花
火
が
あ
れ
ば
と
思
う
一
人

で
す
。

　

市
街
地
の
東
に
は
真
名
河
原
が
あ

り
、
こ
こ
を
会
場
に
で
も
す
る
な
ら

ば
、
近
く
完
成
す
る
列
車
を
利
用
し

て
の
観
覧
客
も
集
る
で
し
ょ
う
し
他

の
観
光
事
業
と
マ
ッ
チ
し
て
や
る
な

ら
ば
必
ず
名
物
に
な
る
と
思
い
ま
す

　

遠
く
ま
で
金
を
つ
か
い
に
い
く
の

と
、
遠
く
の
人
を
集
め
て
金
を
お
と

さ
す
事
を
比
べ
れ
ば
、
も
っ
と
早
く

着
想
し
て
も
よ
い
は
ず
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

商
工
会
議
所
あ
た
り
が
主
に
な
っ

て
交
通
業
者
や
商
店
会
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
た
な
ら
、
き
っ
と
立
派
な
行
事

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

（
旭
町
高
木
辰
之
助
）

癩
一
一
一
一
隅
一
哉
憑
7
、
⑩

む
ら
の
守
り
は
・
王
婦
の
手
で

　
　
　

上
打
波
部
落
婦
人
消
防
団

　

カ
ン
ユ
踊
り
で
名
高
い
上
打
波
部

洛
は
戸
数
が
百
二
ナ
戸
も
あ
り
、
こ

の
部
落
の
中
心
に
あ
た
る
桜
久
保
に

は
農
協
事
務
所
や
駐
在
所
、
学
校
、

診
療
所
、
商
店
な
ど
立
並
び
活
気
の

あ
る
む
ら
で
す
。

　

こ
の
む
ら
は
四
千
五
百
町
歩
の
山

林
を
も
ち
豊
か
な
林
業
資
源
に
め
ぐ

ま
れ
て
い
ま
す
。
戦
時
中
は
非
常
伐

採
で
用
材
を
積
出
す
I
フ
ッ
ク
の
絶

え
さ
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
終
戦

と
と
も
に
静
か
な
山
里
に
か
え
り
ま

し
た
。

　

し
か
し
経
済
の
復
興
と
と
も
に
パ

ル
プ
材
の
需
用
が
ふ
え
て
、
多
く
の

林
業
会
社
が
は
い
り
こ
み
毎
日
百
石

あ
ま
り
の
用
材
が
搬
出
さ
れ
、
行
き

か
う
自
動
車
が
一
日
四
十
台
も
あ
る

と
い
う
盛
況
、
ま
た
上
打
波
発
電
所

建
設
の
本
格
着
工
を
前
に
深
い
山
ひ

だ
に
囲
ま
れ
た
部
落
は
、
い
ま
林
業

と
開
発
ブ
ー
ム
に
活
況
を
見
せ
て
い

ま
す
。

　

部
落
の
男
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
伐
木

や
運
材
に
出
て
お
り
、
ま
た
雪
ど
け

を
室
つ
て
出
作
り
（
春
か
ら
秋
ま
で

部
落
を
離
れ
た
山
畑
に
家
を
作
り
住

む
）
に
で
る
の
が
こ
こ
の
習
慣
で
、

夏
の
聞
は
ほ
と
ん
ど
子
供
、
老
人
、

婦
人
た
ち
で
む
ら
が
守
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

昭
和
二
十
四
年
五
月
の
乾
き
き
っ

た
あ
る
日
の
午
後
、
子
供
の
火
遊
び

か
ら
起
っ
た
火
魔
が
突
如
、
桜
久
保

の
十
九
む
ね
を
I
な
め
に
焼
き
、
六

十
余
町
歩
の
美
林
を
焼
き
つ
く
1
て

1
ま
っ
た

想
い
出
は

い
ま
も
部

落
民
の
脳

裡
に
、
新

し
い
恐
怖

を
よ
み
が

え
ら
せ
て

い
ま
す
。

　

そ
れ
か

ら
と
い
う
も
の
む
ら
の
人
は
大
火
を

再
び
く
り
か
え
す
ま
い
と
防
火
に
つ

い
て
の
話
し
あ
い
を
度
か
さ
ね
た
す

え
簡
易
水
道
の
設
置
が
き
玄
り
、
市

や
県
の
補
助
を
う
け
、
二
百
七
十
五

万
円
の
巨
額
を
投
じ
て
桜
久
保
と
木

野
の
四
十
二
戸
に
水
道
が
つ
き
、
さ

ら
に
七
ッ
の
消
火
栓
も
で
き
て
い
ま

で
は
明
る
い
文
化
生
活
が
約
束
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

昭
和
三
十
一
年
十
二
月
に
、
こ
れ

ら
の
工
事
が
完
成
し
て
消
火
栓
を
初

め
て
使
っ
て
放
水
を
し
た
時
に
は
、

部
落
民
は
小
踊
り
し
て
喜
び
、
こ
の

む
ら
の
長
い
安
泰
を
祈
り
玄
し
た
。

　

こ
う
し
た
事
が
口
火
と
な
っ
て
、

留
守
を
守
る
婦
人
た
ち
が
岡
消
防
分

団
長
か
ら
消
防
操
法
の
手
ほ
ど
き
を

う
け
、
こ
と
し
の
二
月
に
は
婦
人
会

長
の
山
崎
重
子
さ
ん
を
団
長
に
お
し

婦
人
消
防
団
が
生
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
消
防
団
は
月
一
回
の
定
例
日

を
設
け
、
放
水
試
験
を
兼
ね
て
ゆ
る

み
が
ち
な
防
火
心
と
部
落
の
守
り
を

一
層
た
か
め
て
い
ま
す
。

　
　

（
婦
人
な
が
ら
も
勇
ま
し
い
放
水

　

試
験
）



冠露面n

⑩

が
療
養
費
の
支
給
は
ど
ん

　

な
場
合
に
さ
れ
る
か
な

H
子
療
養
費
の
支
給
は
ど
ん
な
場

　

合
に
さ
れ
る
の
で
す
か
。

　

（
答
）
保
険
で
み
て
も
ら
ろ
の
は
市

と
診
療
協
定
を
結
ん
だ
医
者
ま
た
は

病
院
（
療
養
担
当
者
と
い
う
）
で
、

受
診
証
を
も
っ
て
い
っ
て
み
て
も
ら

う
（
現
物
給
付
と
い
う
）
の
が
原
則

で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
か
で
き
な
い

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
1
通
に
医

者
に
み
て
も
ら
う
か
わ
り
に
療
養
費

の
支
給
（
現
金
給
付
と
い
う
）
を
し

ま
す
。

一
、
被
保
険
者
が
旅
行
先
ま
た
は
出

　

張
先
で
病
気
や
け
が
を
し
た
場
合

二
、
出
稼
先
で
大
け
が
を
し
た
と
か

　

あ
る
い
は
0
病
の
た
め
療
養
担
当

　

者
の
と
こ
ろ
へ
行
く
余
ゆ
う
が
な

　

く
、
近
く
の
療
養
担
当
者
以
外
の

　

医
者
で
診
療
を
う
け
た
場
合

三
、
療
養
担
当
者
の
う
ち
に
専
門
医

　

が
な
く
て
、
療
養
担
当
者
以
外
の

　

専
門
医
に
診
療
を
う
け
た
場
合

四
、
療
養
担
当
者
の
証
明
に
ょ
り
、

　

医
療
の
補
助
手
段
と
し
て
、
は
り

　

き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
お
よ
び
市

　

外
の
整
骨
師
に
つ
い
て
施
術
を
う

　

け
た
場
合

H
子
そ
れ
で
は
そ
の
請
求
方
法
は

　

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
。

　

（
答
）
療
養
費
は
事
後
支
給
で
す
。

被
保
険
者
が
前
記
の
場
合
に
診
療
を

う
け
た
と
き
は
、
そ
の
費
用
の
金
額

を
そ
の
医
者
（
病
院
）
の
窓
口
で
支

払
い
、
市
で
定
め
た
様
式
の
受
取
証

を
証
拠
書
類
と
し
て
療
養
費
支
給
申

請
書
に
七
え
て
、
市
役
所
ま
た
は
出

張
所
へ
提
出
し
ま
す
。
こ
の
支
給
額

は
1
通
に
保
険
で
診
る
と
き
の
点
数

で
換
算
し
た
金
額
の
約
半
分
額
で
あ

り
ま
す
。

　

病
ん
で
泣
く
よ
り

　
　
　
　
　
　

笑
っ
て
国
保

〔
郷
土
い
ろ
は
か
る
た
〕

　
　
　

中
竜
鉱
山
、
鉛
と
亜
鉛

和泉村の中竜鉱山は、戦時中は数千人の労務

者をもって奥越に。鉱山都市を出現した。戦後

一時休山したが、昭和廿六年夏から本格的に。

再開し、閃亜鉛鉱、方鉛鉱を主として採掘して

いる。近年、従業者の福祉施設はとみに向上

し、日産四五〇トン、日進月歩の鉱山王国。

兪私戌

▽
種
モ
ミ
の
確
保

農
作
は
種
子
を
準
備

す
る
こ
と
か
ら
始
ま

る
と
い
い
ま
す
か
ら

九
月
か
ら
来
年
の
稲

作
が
始
ま
る
と
い
つ

て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
い
ま
の
う
ち

に
採
種
圃
を
み
て
お
い
て
、
自
家
採

種
の
場
合
も
よ
い
種
を
選
ん
で
、
よ

い
種
籾
を
用
意
す
る
よ
う
に
し
室
し

よ
う
。
年
4
歳
4
同
じ
種
子
を
繰
返

し
て
作
っ
て
い
る
と
、
そ
れ
だ
け
で

も
一
割
程
度
の
減
収
に
な
り
ま
す
。

▽
産
米
の
改
良
経
済
の
落
ち
つ
鯉

と
と
も
に
北
陸
の
軟
質
米
は
市
場
で

買
い
た
た
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
す
か
ら
、
今
の
う
ち
に
声
価
を
ト

げ
て
置
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ハ
サ

干
は
八
日
で
お
ろ
す
の
が
一
番
合
図

的
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
掛
け
て
お
い

て
も
特
に
乾
く
と
は
い
え
な
い
の
で

後
は
む
し
ろ
干
を
二
～
三
日
し
ま
す

▽
夏
ま
き
カ
ン
ラ
ン
の
定
植
上
旬

に
定
植
し
亥
す
。
水
田
裏
作
の
場
合

は
で
き
る
だ
け
早
く
m
を
乾
か
し
、

砕
土
し
て
土
壌
通
気
を
よ
く
し
ま
す

施
肥
は
元
肥
を
重
点
と
し
特
に
水
田

裏
作
で
は
た
い
肥
も
金
肥
も
三
割
増

し
く
ら
い
に
し
ま
す
。

▽
白
菜
大
根
な
ど
の
管
理
先
月
ハ

腫
し
た
白
菜
や
大
根
は
、
間
引
や
追

肥
が
お
く
れ
ぬ
よ
う
に
し
、
練
床
栽

培
の
白
菜
は
特
に
定
植
を
お
く
ら
さ

ぬ
こ
と
が
肝
要
。
サ
ル
ハ
ム
シ
、
キ

ｚ
ジ
ノ
ミ
ム
ジ
な
ど
は
D
D
T
乳
剤

な
ど
で
駆
除
し
玄
す
が
、
白
菜
は
B

H
C
剤
に
弱
い
か
ら
使
わ
な
い
こ
と

ア
プ
ー
フ
ム
ジ
は
ピ
ト
ン
あ
る
い
は
T

E
P
P
な
ど
で
駆
除
し
玄
す
が
一
回

散
布
で
全
滅
さ
せ
る
こ
と
は
む
ず
か

し
い
で
す
。
白
斑
病
や
腐
敗
病
の
常

発
す
る
と
こ
ろ
で
は
月
末
か
ら
来
月

に
入
っ
て
銅
水
銀
剤
を
三
回
程
度
散

布
し
ま
す
。
白
菜
は
銅
剤
に
も
弱
い

の
で
薄
い
（
一
斗
に
八
匁
溶
解
）
も

の
を
使
い
ま
す
。

▽
麦
種
子
の
消
毒
近
年
、
黒
穂
病

を
か
な
り
見
か
け
室
す
が
、
風
呂
湯

浸
法
を
行
え
ば
、
必
ず
防
げ
ま
す
か

ら
天
気
の
よ
い
う
ち
に
消
毒
し
て
蔭

干
に
し
て
お
き
ま
す
。
斑
葉
病
、
赤

カ
ビ
病
、
雲
紋
病
な
ど
は
更
に
ハ
種

直
前
、
ウ
ス
プ
ル
ン
消
毒
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
防
げ
ま
す
。

▽
め
ん
羊
、
や
ぎ
の
種
付
九
月
末

か
ら
種
付
期
に
向
い
玄
す
か
ら
良
質

飼
料
を
補
給
し
て
正
常
な
発
情
が
お

こ
る
よ
う
に
努
め
・
ま
す
。

小
白
山
榊
社
の
大
カ
ツ
ラ

　
　

幹
の
周
り
は
約
1
4
バ

下打波

　

八
月
二
日
、
市
文
化
財
保
護
委
員

会
関
係
者
、
そ
の
外
の
方
々
十
五
、

六
名
と
打
波
方
面
へ
文
化
財
の
調
査

に
行
き
ま
し
た
。

ま
ず
下
打
波
の
小
白
山
神

社
に
参
り
ま
す
と
境
内
に

神
木
の
大
カ
ツ
ー
フ
が
真
夏

の
空
を
つ
い
て
い
か
め
し

く
立
っ
て
い
ま
す
。
石
徹

白
の
大
杉
、
友
兼
の
大
ケ

ヤ
キ
に
く
ら
べ
て
決
し
て

見
お
と
り
は
し
ま
せ
ん
。

こ
の
カ
ツ
ー
フ
の
木
の
本
幹
は
昔
に
折

れ
ま
し
た
が
、
周
辺
か
ら
出
て
い
る

幹
は
十
三
本
あ
り
、
ホ
ウ
キ
を
さ
か

さ
ま
に
立
て
た
よ
う
に
空
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。
目
通
り
（
大
人
の
目
の

高
さ
）
の
ま
わ
り
が
四
十
六
尺
、
高

さ
は
九
十
尺
も
あ
り
ま
す
。

　

伝
説
で
は
養
老
二
年
（
千
二
百
三

十
九
年
前
）
泰
澄
大
師
が
こ
う
の
池

の
ほ
と
り
で
食
事
を
さ
れ
た
と
き
に

そ
の
ハ
ジ
を
地
へ
さ
さ
れ
た
の
が
、

こ
の
カ
ツ
ラ
の
木
だ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
仮
偽
は
別
と
し
て
樹
齢
は
七

～
八
百
年
と
思
わ
れ
ま
す
。
た
し
か

に
天
然
記
念
物
と
し
て
の
価
値
か
お

り
、
保
存
す
べ
き
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。
同
社
の
神
体
に
つ
い
て
も
伝
説

が
あ
り
玄
す
が
こ
れ
は
略
し
ま
す
。

　

境
内
は
よ
ほ
ど
荒
れ
て
お
り
、
い

く
っ
か
の
燈
ろ
う
な
ど
が
倒
れ
た
ま

ま
で
す
が
、
こ
の
燈
ろ
う
は
い
ず
れ

も
徳
川
初
期
、
中
期
の
も
の
で
、
そ

の
な
か
に
次
郎
四
郎
な
ど
の
寄
進
し

た
も
の
が
幾
本
か
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
人
は
そ
の
当
時
、
相
当
有
力

者
で
あ
っ
た
と
見
え
元
文
元
年
（
百

二
十
一
年
前
）
福
井
藩
か
ら
九
十
九

橋
の
か
け
か
え
用
材
の
全
部
の
御
用

命
を
受
け
、
イ
カ
ダ
で
吉
田
郡
舟
橋

ま
で
出
し
福
井
に
運
ん
だ
こ
と
が
「

片
聾
記
」
に
明
記
し
て
あ
り
ま
す
。

　

今
一
つ
見
の
が
せ
な
い
こ
と
は
、

下
打
波
・
勝
矢
文
右
衛
門
氏
宅
に
天

正
い
ら
い
の
古
文
書
が
七
、
八
十
通

も
残
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
漁
業
権

出
作
権
な
ど
庶
民
史
と
し
て
重
要
な

も
の
が
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
改
め
て
記
載
し
ま
す
。

（
注
）
▽
小
白
山
神
社
＝
村
で
は
白

　

山
神
社
と
い
っ
て
い
ま
す
が
、
祈

　

ト
ゥ
札
に
は
小
白
山
神
社
と
記
し

　

て
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
が
正
し

　

い
社
名
で
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

▽
こ
う
の
池
＝
大
カ
ツ
ラ
の
す
ぐ
下

　

に
あ
る
囲
り
四
間
ほ
ど
の
池
で
す

　

い
ま
も
残
っ
て
い
ま
す
。

▽
片
聾
記
＝
福
井
藩
の
歴
史
を
紀
年

　

体
に
記
し
た
も
の
で
す
。

▽
漁
業
権
＝
九
頭
竜
川
魚
止
地
域
の

マ
ス
、
ア
ユ
を
獲

る
こ
と
に
つ
い
て

下
打
波
と
仏
原
の

両
村
が
常
に
争
っ

た
も
の
で
、
こ
れ

を
一
年
交
替
で
獲

る
こ
と
に
定
め
た

も
の
で
あ
り
ま
す

（
大
カ
ツ
ラ
の
樹
）
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